
市
会
計
年
度
任
用
職
員 

（
看
護
師
）

▼
募
集
人
数　

若
干
名
▼
雇
用
期
間　

12
月
１
日
以
降
随
時
〜
令
和
３
年
３

月
31
日　

※
勤
務
実
績
な
ど
に
よ
り

更
新
あ
り
▼
勤
務
場
所　

市
立
病
院

▼
業
務
内
容　

北
空
知
医
療
圏
域
内

（
本
市
、
妹
背
牛
町
、
沼
田
町
、
北
竜

町
、
秩
父
別
町
）の
個
人
宅
で
の
訪
問

看
護
業
務
な
ど
▼
応
募
資
格　

①
看

護
師
ま
た
は
准
看
護
師
と
し
て
５
年

以
上
の
臨
床
経
験
を
有
す
る
心
身
と

も
に
健
康
な
方
②
普
通
自
動
車
運
転

免
許
を
有
す
る
方
▼
報
酬
・
手
当
な

ど　

看
護
師
…
月
額
20
万
４
４
０
０

円
／
准
看
護
師
…
月
額
18
万
１
３
０

０
円　

※
職
歴
な
ど
に
よ
り
決
定
。

市
給
与
条
例
に
基
づ
き
期
末
手
当
、

通
勤
手
当
な
ど
を
別
途
支
給
、
社
会

保
険
・
雇
用
保
険
に
加
入
▼
勤
務
時

間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時　

週
35
時
間（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除

く
、
月
〜
金
曜
日
）▼
応
募
方
法　

次

の
必
要
書
類
を
持
参
ま
た
は
郵
送
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い（
随
時
受
け
付

け
）。
①
市
立
病
院
会
計
年
度
任
用

職
員
採
用
申
込
書　

※
市
立
病
院
管

理
課
に
備
え
付
け
、
ま
た
は
市
立
病

院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
た
申
込
書
に
必
要
書
類
を
記
入

し
、
３
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真

を
貼
る
。
②
看
護
師
ま
た
は
准
看
護

師
免
許
証
の
写
し
③
自
動
車
運
転
免

許
証
の
写
し
▼
試
験
日　

別
途
応
募

者
に
通
知
▼
試
験
内
容　

面
接
▼
応

募
・
問
合
先　

〠
０
７
４
ー
０
０
０
６　

深
川
市
６
条
６
番
１
号　

市
立
病
院

管
理
課
職
員
経
理
係（
☎
２
２
・
１
１

０
１
）

工
業
等
開
発
審
議
会
委
員

▼
募
集
人
数　

２
人
以
内
▼
任
期　

令
和
３
年
１
月
23
日
か
ら
２
年
間
▼

応
募
資
格　

工
業
な
ど
の
開
発
促
進

に
関
心
の
あ
る
、
市
内
に
住
む
20
歳

以
上
の
方（
ほ
か
の
各
種
委
員
会
な

ど
の
委
員
に
就
任
し
て
い
る
方
は
制

限
が
あ
り
ま
す
の
で
問
い
合
わ
せ
し

て
く
だ
さ
い
）▼
応
募
方
法　

地
域

振
興
課
に
備
え
付
け
の
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
持
参
・
郵
送
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
の
い
ず
れ
か
で
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。
▼
応
募
期
限　

11
月
30
日
㈪
ま

で（
郵
送
は
当
日
必
着
）
▼
選
考
方

法　

選
考
会
議
で
決
定
し
、
本
人
に

通
知
し
ま
す
。
▼
応
募
・
問
合
先　

〠

０
７
４
ー
８
６
５
０　

深
川
市
２
条

17
番
17
号　

地
域
振
興
課
地
域
振
興

係（
☎
２
６
・
２
２
７
６
／
N
２
２
・
８

１
３
４
）

深
川
市
強
靭（
き
ょ
う
じ
ん
）化

計
画（
案
）の
意
見
募
集

　

災
害
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
、

迅
速
な
復
旧
を
行
う
指
針
と
な
る
深

川
市
強
靭
化
計
画
の
策
定
に
向
け
、

広
く
み
な
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま

す
。
▼
資
料
の
閲
覧
場
所　

企
画
財

政
課
、
市
役
所
各
支
所
、
生
き
が
い

文
化
セ
ン
タ
ー
、
文
化
交
流
ホ
ー
ル

「
み
・
ら
い
」、
中
央
公
民
館
、
音
江
公

民
館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
▼
提
出

資
格　

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

②
市
内
の
事
務
所
や
事
業
所
に
勤
務

す
る
方
③
市
内
に
事
務
所
や
事
業
所

を
有
す
る
個
人
や
法
人
、
そ
の
他
団

体
④
市
内
の
学
校
に
在
籍
し
て
い
る

方
⑤
意
見
募
集
を
行
う
政
策
な
ど
に

利
害
関
係
を
有
す
る
方
な
ど
▼
提
出

方
法　

閲
覧
場
所
に
備
え
付
け
、
ま

た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
た
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
▼
資
料
の
閲
覧
・
提
出
期
間　

11
月
18
日
㈬
〜
12
月
17
日
㈭
▼
提

出
・
問
合
先　

〠
０
７
４
ー
８
６
５
０　

深
川
市
２
条
17
番
17
号　

企
画
財
政

課
企
画
係（
☎
２
６
・
２
２
４
６
／
N

２
２
・
８
１
３
４
／
電
子
メ
ー
ル　

ki
kaku@

city.fukagaw
a.lg.jp

）

新
年
の
抱
負

　

広
報
ふ
か
が
わ
１
月
号
で
は
毎

年
、
年
男
、
年
女
の
方
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。
広
報
紙
面
に
新
年
の
決
意
な

ど
を
掲
載
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
▼
対

象　

家
族
や
各
種
グ
ル
ー
プ
な
ど
の

中
の
丑（
う
し
）年
生
ま
れ
の
２
人
以

上
で
、
写
真
付
き
の
実
名
で
紹
介
さ

れ
る
こ
と
に
同
意
で
き
る
市
民
▼
応

募
方
法　

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
、
新
年
の
抱
負
を
一
人
ず
つ

２
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
持
参
す
る

か
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
で

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
▼
応
募
期
限　

11
月
19
日
㈭　

午
後
５
時
ま
で
▼
そ

の
他　

応
募
多
数
の
場
合
は
選
考
し

決
定
し
ま
す
。
掲
載
写
真
は
、
後
日
撮

影
し
ま
す
。
掲
載
内
容
は
応
募
文
を

要
約
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
▼
応

募
・
問
合
先　

〠
０
７
４
ー
８
６
５
０　

深
川
市
２
条
17
番
17
号　

総
務
課
秘

書
広
報
係（
☎
２
６
・
２
２
１
６
／
N

２
２
・
８
１
３
４
／
電
子
メ
ー
ルko

u
ho
u@
city.fukagaw

a.lg.jp

）

　掲載している行事な
どは、新型コロナウイル
ス感染症拡大防止のた
め、中止・延期・内容変
更となる場合がありま
す。最新の情報は各記
事の問い合わせ先に確
認してください。

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

　

国
で
は
、
毎
年
11
月
を「
児
童
虐
待

防
止
推
進
月
間
」
と
定
め
、
児
童
虐

待
防
止
の
た
め
の
啓
発
な
ど
、さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
市

で
も
保
育
所
や
幼
稚
園
の
園
児
が
子

ど
も
の
虐
待
を
防
止
す
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
込
め
ら
れ
た
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン

を
作
成
す
る「
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
・
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
ま
す
。
児
童

虐
待
の
相
談
対
応
件
数
は
全
国
的
に

増
加
し
て
お
り
、
子
ど
も
の
生
命
が

奪
わ
れ
る
な
ど
重
大
な
事
件
も
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。
児
童
虐
待
に
気
付
い

た
と
き
や
疑
い
を
持
っ
た
と
き
は
速

や
か
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。
通
報

者
の
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
の
で
、

理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
▼

通
報
・
問
合
先　

社
会
福
祉
課
子
育

て
支
援
推
進
室
子
育
て
支
援
係（
☎

２
６
・
２
２
３
７
）

▼募集住宅

申込番号 団 地 名 規格 階 数 建設年度 募集戸数 入居制限人数 家 賃 団地所在地区 浴槽 駐車場料金

１ 幸 町 3LDK ５階建ての１階 昭和57年 １戸 ２人以上 16,600円～32,700円 一已地区 なし －

２ 幸 町 3LDK ５階建ての１階 昭和58年 ２戸 ２人以上 16,300円～32,000円 一已地区 なし －

３ 稲 穂 2LDK ２階建ての１階 平成26年 １戸 ２人まで 22,600円～44,300円 一已地区 あり 2,200円

４ 稲 穂 2LDK ２階建ての１階 平成29年 １戸 ２人まで 22,800円～44,800円 一已地区 あり 2,200円

５ あけぼの 3LDK ３階建ての２階 平成７年 １戸 ２人以上 20,200円～39,600円 一已地区 あり 1,760円

６ あけぼの 2LDK ３階建ての１階 平成９年 １戸 ２人まで 16,900円～33,200円 一已地区 あり 1,760円

７ あけぼの 2LDK 平 屋 平成29年 １戸 ２人まで 20,400円～40,100円 一已地区 あり 1,760円

８ 芙 蓉 2LDK ２階建ての１階 平成９年 １戸 ２人まで 17,900円～35,200円 納内地区 あり 1,760円

９ み ず ほ 2LDK ２階建ての１階 平成14年 １戸 ２人まで 17,500円～34,400円 納内地区 あり 1,760円

10 み ず ほ 2LDK ２階建ての２階 平成16年 ２戸 ２人まで 17,700円～34,700円 納内地区 あり 1,760円

11 み ず ほ 2LDK ２階建ての１階 平成18年 １戸 ２人まで 17,800円～35,000円 納内地区 あり 1,760円

12 多 度 志 2LDK 平 屋 平成10年 １戸 ２人まで 16,200円～31,800円 多度志地区 あり 1,540円

市営住宅の入居者を募集市営住宅の入居者を募集

応募・問合先応募・問合先
建築住宅課住宅係（☎26-2453）建築住宅課住宅係（☎26-2453）

　一般公募を２回実施しても応募者のいない住宅は、入居者を随時募集しています。詳細
は建築住宅課に問い合わせしてください。　※単身世帯でも3LDKの住宅に応募できます。
▼随時募集住宅
　深川地区（緑町西団地）、一已地区（幸町団地・あけぼの団地）、音江地区（緑が丘団地）、
納内地区（芙蓉団地・10区団地・みずほ団地）、多度志地区（多度志団地）

◉募 集 期 間　11月16日㈪～20日㈮
◉公開抽選日　抽選を行う場合は、11月24日㈫を予定してい

ます。
◉募 集 住 宅　下表のとおり
◉応 募 方 法　
　建築住宅課に備え付け、または市ホームページからダウ
ンロードした申込書に必要事項を記入の上、募集期間中に
建築住宅課に提出してください。なお、応募多数の場合は、
抽選で入居者を決定します。

◉そ の 他　
①応募は１世帯について１戸限りです。
②応募の際は、印鑑と世帯全員の収入を証明するもの（源
泉徴収票など）を持参してください。
③入居資格などについては問い合わせしてください。
④外国籍の方は永住許可または中長期在留資格を有して
いることが条件です。
⑤小学生以下の子どもを入居制限人数に含めるかは、応
募者の申し出によります。
⑥部屋の写真や間取図は、建築住宅課に備え付けていま
すので、来庁の上、閲覧してください。
⑦応募者のいない住宅がある場合は、その住宅について令
和３年１月22日㈮までの間、随時入居を受け付けます。

1415

募

集

お
知
ら
せ

講

座

中

継



雪堆積場を開設雪堆積場を開設

深
川
・一已
地
区（
搬
入
路
）

深
川
・一已
地
区（
搬
入
路
）

あ
け
ぼ
の
地
区

あ
け
ぼ
の
地
区

納
内
地
区

納
内
地
区

音
江
地
区

音
江
地
区

多
度
志
地
区

多
度
志
地
区

❖下図のとおり雪堆積場を開設しますので、利用する場
合は次の点に注意してください。
①ごみ、土砂混じりの雪は捨てないでください。
②雪堆積場入り口付近に雪を捨てないでください。
③雪堆積場内の事故および車両の損傷は、一切責任を負
いません。
④管理人は常駐しませんので、順次奥へ雪を降ろしてくだ
さい。

❖搬入期間・時間
⿠深川・一已地区　�12月１日㈫～令和３年３月31日㈬　

午前７時～午後５時30分
⿠あけ ぼ の 地 区　�11月１日㈰～令和３年３月31日㈬　

午前９時～午後６時

❖搬入路の制限
　深川・一已地区では、交通混雑を避けるため、図（矢印の
箇所）のとおり、排雪運搬車は一方通行としています。
⿠一般車両は通常どおり通行しますので、待避所などで進
路を譲ってください。また、交差点付近は滑りやすくな
るため減速し、交通事故防止に努めてください。
⿠沿線住民の迷惑にならないよう搬入時間を守り、時速30
㎞以内の速度を厳守してください（ルール違反の車両は、
利用をお断りします）。

❖その他
　利用が期間外、早朝・深夜になる場合は、音江地区雪堆
積場へ搬入してください。

❖問合先　都市建設課維持管理係（☎26-2313）

国
民
年
金
保
険
料
の 

社
会
保
険
料
控
除

　

納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
を
所

得
税
な
ど
の
社
会
保
険
料
控
除
に
算

入
す
る
に
は
、１
年
間
に
納
付
し
た
保

険
料
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

１
年
間
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険

料
の
額
を
証
明
す
る
控
除
証
明
書
の

は
が
き
が
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
11

月
ま
た
は
来
年
２
月
に
送
付
さ
れ
ま

す
。
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に

は
、
こ
の
控
除
証
明
書
や
領
収
証
書

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
生
計
を
一
に
す

る
親
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

し
た
場
合
も
社
会
保
険
料
控
除
に
加

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
控
除
証

明
書
は
申
告
な
ど
を
行
う
ま
で
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
▼
11
月
に
送

付
さ
れ
る
方　

１
月
１
日
か
ら
９
月

30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
し
た
方
▼
２
月
に
送
付
さ
れ

る
方　

10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
の
間
に
今
年
初
め
て
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
し
た
方
▼
問
合
先　

砂

川
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課（
☎
０

１
２
５
・
５
２
・
２
１
４
４
）／
市
民
課

医
療
年
金
係（
☎
２
６
・
２
１
３
３
）

を
確
認
し
、
運
転
操
作
も
自
動
車
装

備
も
冬
仕
様
に
切
り
替
え
て
、
急
ハ

ン
ド
ル
・
急
ブ
レ
ー
キ
は
避
け
る
よ
う

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
日
没
が
早

ま
り
ま
す
の
で
、
歩
行
者
や
自
転
車

利
用
者
の
見
落
と
し
に
よ
る
交
通
事

故
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
飲
酒
運
転

は
絶
対
せ
ず「
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
」

「
乗
る
な
ら
飲
ま
な
い
」「
乗
る
人
に

は
飲
ま
せ
な
い
」
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

▼
運
動
の
重
点　

①
子
ど
も
・
高
齢

者
を
は
じ
め
と
す
る
歩
行
者
の
安
全

確
保
②
ス
リ
ッ
プ
事
故
防
止
と
全
席

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
③
飲
酒
運
転
の

根
絶
▼
問
合
先　

総
務
課
自
治
防
災

室
自
治
防
災
係（
☎
２
６
・
２
２
１
５
）

／
深
川
警
察
署（
☎
２
３
・
０
１
１
０
）

成
人
式
に
参
加
を

▼
日
時　

令
和
３
年
１
月
10
日
㈰　

午
後
２
時（
午
後
１
時
受
付
開
始
）▼

場
所　

文
化
交
流
ホ
ー
ル
「
み
･
ら

い
」
▼
対
象
者　

平
成
12
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
13
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
で
、
次
に
該
当
す
る
方

①
本
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方

②
進
学
や
就
職
な
ど
の
た
め
他
市
町

村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方
で
、
本

市
の
成
人
式
に
出
席
を
希
望
す
る
方

▼
申
込
方
法　

①
に
該
当
す
る
方
に

は
12
月
中
旬
ま
で
に
案
内
状
を
送
付

し
ま
す
。
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
②

に
該
当
す
る
方
は
、
本
人
の
氏
名
・
住

所
・
生
年
月
日
を
電
話
で
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。
後
日
、
案
内
状
を
送
付
し

ま
す
。
▼
申
込
期
限　

12
月
18
日
㈮

ま
で
▼
申
込
・
問
合
先　

生
涯
学
習

ス
ポ
ー
ツ
課
社
会
教
育
係（
☎
２
６
・

２
３
４
３
）

生
き
が
い
文
化
セ
ン
タ
ー 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
開
放

　

生
き
が
い
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、

２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
一
部
を
、
市
民
ギ

ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
開
放
し
て
い
ま
す
。

写
真
、
絵
画
、
書
道
な
ど
、
日
頃
の
創

作
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
場
と
し

て
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
▼
展
示
期

間　

１
人
・
１
グ
ル
ー
プ
に
つ
き
２
週

間
以
内
▼
対
象　

市
民
ま
た
は
市
内

で
活
動
す
る
個
人
・
団
体
▼
利
用
料

金　

無
料
▼
そ
の
他　

利
用
は
原
則

と
し
て
１
人
・
１
グ
ル
ー
プ
で
年
１
回

で
す
。
展
示
に
関
す
る
条
件
が
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
し

て
く
だ
さ
い
。
▼
申
込
・
問
合
先　

生

き
が
い
文
化
セ
ン
タ
ー（
☎
２
２
・
３

５
５
５
）

深
川
市
立
地
適
正
化
計
画
と

都
市
計
画
に
関
す
る
説
明
会

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
社
会
に

対
応
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
策
定
を
進
め
て
い

る
深
川
市
立
地
適
正
化
計
画
と
、
変

更
を
予
定
し
て
い
る
都
市
計
画
用
途

地
域
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
▼
日

時　

11
月
26
日
㈭　

午
後
６
時
▼
場

所　

中
央
公
民
館
▼
問
合
先　

都
市

建
設
課
計
画
係（
☎
２
６
・
２
３
０
４
）

Ｊ
Ｒ
深
川
駅
前
広
場 

市
営
駐
輪
場
を
冬
期
間
閉
鎖

　

Ｊ
Ｒ
深
川
駅
前
広
場
市
営
駐
輪
場

（
１
条
８
番
）
を
12
月
か
ら
３
月
末

日
ま
で
閉
鎖
し
ま
す
。
自
転
車
は
、
11

月
末
日
ま
で
に
各
自
で
持
ち
帰
っ
て

く
だ
さ
い
。
▼
注
意
事
項　

閉
鎖
期

間
中
に
置
い
て
あ
る
自
転
車
は
、
市

で
撤
去
し
、
処
分
し
ま
す
。
▼
問
合

先　

総
務
課
自
治
防
災
室
自
治
防
災

係（
☎
２
６
・
２
２
１
５
）

冬
の
交
通
安
全
運
動

　

11
月
13
日
㈮
か
ら
22
日
㈰
ま
で
の

10
日
間
、
全
道
一
斉
に
冬
の
交
通
安

全
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
こ
の
時

期
は
、
降
雪
や
凍
結
に
よ
り
路
面
状

況
が
変
化
し
、ス
リ
ッ
プ
な
ど
に
よ
る

交
通
事
故
が
多
発
し
ま
す
。
車
を
運

転
す
る
際
は
、
全
て
の
座
席
の
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱

　

国
民
の
基
本
的
人
権
を
擁
護
し
、

自
由
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る

た
め
、
市
に
は
７
人
の
人
権
擁
護
委

員
が
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
び
、
宮
川
央
子
さ
ん

と
藤
岡
順
子
さ
ん
が
、
10
月
１
日
付

け
で
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
▼
問
合
先　

社
会
福
祉
課
福
祉
庶
務
係（
☎
２
６
・

２
１
４
４
）

勤
労
者
生
活
資
金
融
資
制
度

　

市
内
に
居
住
す
る
勤
労
者
の
生
活

の
安
定
を
図
る
た
め
、
勤
労
者
生
活

資
金
融
資
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
の

で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
▼
融
資
対

象
者　

市
内
に
居
住
す
る
勤
労
者

で
、
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
①
同

一
事
業
所
に
１
年
以
上
勤
務（
季
節

労
働
者
は
２
年
間
に
12
カ
月
以
上
勤

務
）し
、
引
き
続
き
勤
務
す
る
方
②
市

税
を
完
納
し
て
い
る
方
③
償
還
お
よ

び
資
金
目
的
を
確
実
に
実
行
す
る
と

認
め
ら
れ
る
方
▼
資
金
使
途　

緊
急

に
必
要
と
さ
れ
る
生
活
資
金（
子
弟

の
教
育
資
金
、
療
養
資
金
、
災
害
資

金
、
冠
婚
葬
祭
資
金
、
住
宅
小
破
修

繕
資
金
、一
般
生
活
資
金
、
季
節
労
働

者
生
活
資
金
な
ど
）▼
融
資
限
度
額　

１
０
０
万
円
▼
返
済
期
間　

４
年
以

内（
据
え
置
き
４
カ
月
以
内
）▼
融
資

利
率　

年
１
・
21
％（
４
月
１
日
現
在
）

▼
保
証
人　

事
業
主
の
保
証（
特
別

な
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
保
証
能
力

を
有
す
る
成
人
）▼
利
子
補
給　

融

資
利
率
の
う
ち
０
・
７
％
を
市
で
補
給

▼
申
込
・
問
合
先　

商
工
労
政
課
商

工
労
政
係（
☎
２
６
・
２
２
６
４
）／
深

川
商
工
会
議
所（
☎
２
２
・
３
１
４
６
）

農
業
者
年
金
制
度

　

農
業
者
年
金
制
度
は
、
農
業
に
従

事
す
る
方
の
老
後
の
生
活
を
安
定
さ

せ
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

自
ら
積
み
立
て
た
保
険
料
と
そ
の
運

用
益
に
よ
り
受
け
取
る
年
金
額
が
決

ま
る
積
立
方
式
・
確
定
拠
出
型
で
、
財

政
的
に
安
定
し
た
年
金
で
す
。
▼
加

入
資
格　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険

者
で
、
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

す
る
60
歳
未
満
の
方
▼
保
険
料　

月

額
２
万
円
か
ら
６
万
７
０
０
０
円
ま

で
１
０
０
０
円
単
位
で
選
択
で
き
ま

す
。
▼
そ
の
他　

国
民
年
金
の
付
加

年
金（
付
加
保
険
料
月
額
４
０
０
円
）

へ
の
加
入
も
必
要
で
す
。
支
払
っ
た
保

険
料
の
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
に
な
り
、一
定
の
要
件
を
満
た
し

て
い
れ
ば
、
最
大
１
万
円
の
保
険
料

国
庫
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
▼
問
合
先　

農
業
委
員
会
事
務

局
農
地
振
興
係（
☎
２
６
・
２
３
８
５
）
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▼パソコン教室日程（定員　12人／先着順）
講座名 日時 教材費

年賀状をつくろう 12/２㈬� 14:00～15:00 500円
Wordマスター 12/２㈬� 18:00～19:00 －
Wordステップ２ 12/３㈭� 14:00～15:00 1,000円
Wordステップ３ 12/７㈪� 14:00～15:00 1,000円
パソコン基礎講座 12/９㈬� 14:00～15:00 1,000円
Excelステップ１ 12/11㈮� 14:00～15:00 500円
Excelマスター 12/11㈮� 18:00～19:00 －
Excelステップ２ 12/14㈪� 14:00～15:00 1,000円
Excelステップ３ 12/16㈬� 14:00～15:00 1,000円
㊟iPad体験教室

「iPadを使ってみよう」 12/18㈮� 14:00～15:00 1,000円
㊟iPad体験教室

「いろいろなアプリを
使ってみよう」

12/21㈪� 14:00～15:00 －

㊟アップル社製iPadの講座です。iPadを持っている方は、持参
してください。
※iPadの貸し出しを希望する場合は申し込みが必要です。

市教育委員会の活動状況と事務事業の評価結果市教育委員会の活動状況と事務事業の評価結果
　市教育委員会では、地方教育行政の組織及び運営に関する法律に基づき、毎年、教育委員会の活動状況と事務事業の点検・評
価を行っています。令和元年度の活動状況と事務事業の評価結果がまとまりましたので、その概要をお知らせします。

教育委員会の教育委員会の
活動状況活動状況

　教育委員会の会議は原則として公開で、毎月１回の定例会と必要に応じて行う臨時会を開催していま
す。令和元年度は12回の定例会と５回の臨時会を開催し、教育行政の基本方針や教育に関する規則・訓令
の制定をはじめ、さまざまな議題について審議し施策を決定しました。

評価の方法評価の方法 　令和元年度教育行政方針に掲げる主要施策の推進に基づき実施した事務事業のうち、22事務事業を抽
出し、点検および評価を行いました。

問合先　学務課管理係（☎26-2332）問合先　学務課管理係（☎26-2332）

評価結果の評価結果の
概要概要

　評価は、目標に対する達成度と効果度の２つに着目して行いました。全ての事務事業ごとの評価結果
は、市ホームページに掲載しているほか、市の施設などで閲覧できます。また、希望者には差し上げます。
　市教育委員会では、点検・評価の結果と公表後に寄せられるみなさんからの意見を、来年度以降の教
育行政方針の策定や事務事業の改善に活用していきます。

⑴達成度評価
A順調である Bおおむね順調である C一部困難な問題点（課題）がある D困難な問題点（課題）がある

20事務事業(91％) ２事務事業(９％) ― ―

⑵効果度評価
A順調である Bおおむね順調である C一部困難な問題点（課題）がある D困難な問題点（課題）がある

19事務事業(86％) ２事務事業(９％) １事務事業(５％) ―

⑶総合評価
①充実･拡大 ②現状維持（見直し含む） ③統合･代替 ④移管･縮小 ⑤休止･廃止･完了

４事務事業(18％) 18事務事業(82％) ― ― ―

▼事務事業ごとの評価結果(抜粋)
事務 

事業名
年度目標（目的） 達成度 問題点（課題）

総合評価
内 容（実績） 効果度 改 善 策

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
配
置
事
業
、 

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
活
用
事
業

児童生徒のいじめ・不登校・問題行動などの未然防
止や早期発見・早期対応を図るとともに、児童を取
り巻く環境への働きかけなど、関係機関と連携しな
がら問題解決にあたり、小・中学校における教育相
談体制を充実する。

A

スクールソーシャルワーカーの活用に
ついて、関係機関との情報交換を行っ
ているが、学校と関係機関をつなぐ機
会が少ない。

②

本事業は順調に
実施しており、機
能強化を図りなが
ら現事業を継続し
て実施していく。

◉スクールソーシャルワーカー
北海道からの委託事業により実施。深川小学校を
拠点校として１人配置し、北海道の負担分を超える
費用については市で負担。
◉スクールカウンセラー
小学校には１人配置、中学校には北海道からの委託
事業により１人配置。北海道の負担分を超える費用
については市で負担。

A

必要に応じて各学校にスクールソー
シャルワーカーを派遣し、問題解決に
当たるとともに、関係機関との橋渡し
役としての機能強化が必要。

公
民
館
活
動
運
営

学習機会の拡充を図るために各種講座を開催する
とともに、地域の人材を活用し学習機会を生かす環
境作りに努め、公民館活動への理解と参加者同士
の交流を図る。

A

募集人員に達しない講座もあった。
また、公民館等フェスティバルでは、
参加者の高齢化が進み、参加できな
い団体も増えてきている。

①

事業内容に検討
を加えるが、地域
に根ざした事業を
継続して実施して
いく。⿠採って食べられる山菜教室

⿠子ども手作り教室
⿠初心者のためのスマホ講座
⿠親子パティシエ教室
⿠ステンドグラス作り教室
⿠公民館等フェスティバル

A

講座内容や参加しやすい時間帯など、
受講者ニーズの把握と、より一層の周
知活動に努める。また、公民館等フェ
スティバルでは、参加団体の負担を減
らすため、これまで以上に会場設営を
補助するなど、参加しやすい環境づく
りに努める。

パ
ソ
コ
ン
教
室
・
12
月
分

▼
日
程　

左
表
の
と
お
り
▼
場
所　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
▼
対
象　

市
民
ま
た
は
市
内
の
事
業
所
に
勤
務

す
る
方
▼
申
込
受
付
時
間　

午
後
１

時
〜
８
時（
日
曜
日
、
第
４
土
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）▼
そ
の
他　

①
掲
載

講
座
の
ほ
か
に
も
、
設
定
人
数
以
上

の
事
前
の
申
し
込
み
で
随
時
対
応
講

座
を
開
催
し
ま
す
。
職
場
の
仲
間
や

友
達
と
誘
い
合
っ
て
申
し
込
み
し
て

く
だ
さ
い
。
②
持
ち
物
、
使
用
ソ
フ

ト
、
講
座
内
容
な
ど
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
し
て
く
だ
さ
い
。
③
教
材
費

は
テ
キ
ス
ト
、
実
習
用
Ｃ
Ｄ
な
ど
の
実

費
で
す
。
④
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
開
催

時
間
や
内
容
な
ど
の
要
望
が
あ
れ
ば

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
▼
申
込
・
問
合

先　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー（
☎

２
２
・
３
７
３
０
／
N
２
６
・
２
１
５
１

／
電
子
メ
ー
ル　

m
ulti@

fukana
vi.co

m

）　

※
受
け
付
け
電
話
が
不

在
の
場
合
は
、
総
務
課
情
報
シ
ス
テ

ム
係（
☎
２
６
・
２
７
１
１
）へ
電
話
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
ふ
か
が
わ
オ
ン
ラ

イ
ン
「
パ
ソ
コ
ン
教
室
」）か
ら
申
し

込
み
や
内
容
確
認
が
で
き
ま
す
。

る
。
②
火
災
感
知
器
や
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
の
近
く
に
設
置
し
な
い
。
③
誘

導
灯
を
隠
す
よ
う
な
位
置
や
避
難
経

路
に
設
置
し
な
い
。
④
可
燃
物
を
減

ら
す
た
め
、
必
要
な
分
だ
け
を
設
置

す
る
。
⑤
難
燃
・
不
燃
性
の
も
の
や
防

災
品
な
ど
、
燃
え
に
く
い
素
材
の
製

品
を
選
ぶ
。
⑥
同
じ
素
材
で
フ
ィ
ル

ム
状
の
も
の
と
板
状
の
も
の
が
あ
る

場
合
は
、
燃
え
広
が
り
に
く
い
板
状

の
製
品
を
選
ぶ
。
▼
問
合
先　

深
川

消
防
署
予
防
課
予
防
係（
☎
２
２
・
２

８
１
４
）

労
文
祭 

「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
」

▼
日
時　

12
月
13
日
㈰　

午
前
８
時

30
分
集
合
▼
場
所　

総
合
体
育
館
▼

参
加
資
格　

市
内
に
居
住
す
る
勤
労

者
と
そ
の
家
族（
小
学
・
中
学
・
高
校

生
は
除
く
）、ま
た
は
市
内
の
事
業
所

に
勤
務
し
て
い
る
か
深
川
市
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
協
会
に
加
盟
し
て
い
る
方
▼

定
員　

１
チ
ー
ム
６
～
８
人
で
20
チ

ー
ム（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）▼

競
技
方
法　

ダ
ブ
ル
ス
３
組
に
よ
る

団
体
戦
▼
参
加
料　

１
人
２
０
０
円

（
深
川
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
に
加

盟
し
て
い
る
方
は
無
料
）▼
申
込
方

法　

総
合
体
育
館
に
備
え
付
け
の
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
持
参

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み
し
て
く

だ
さ
い
。
▼
申
込
期
限　

11
月
28
日

㈯　

午
後
５
時
ま
で
▼
そ
の
他　

試

合
用
の
シ
ャ
ト
ル
は
各
チ
ー
ム
で
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
対
戦
の
組
み
合

わ
せ
は
深
川
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

で
行
い
ま
す
。
▼
申
込
・
問
合
先　

総

合
体
育
館（
☎
２
２
・
１
１
４
４
／
N

２
２
・
５
３
５
６
）

飛
沫（
ひ
ま
つ
）防
止
用 

シ
ー
ト
の
火
災
に
注
意

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
防
止
の
た
め
飛
沫
防
止
用
シ
ー

ト
を
店
舗
な
ど
に
設
置
す
る
場
合

は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
火
気
や
照
明
器
具
か
ら
距
離
を
取

子
ど
も
の
ひ
ろ
ば 

〜
ク
リ
ス
マ
ス

　

ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ
遊
び
や

工
作
を
行
う
、
子
ど
も
の
ひ
ろ
ば
を

開
催
し
ま
す
。
▼
日
時　

12
月
５
日

㈯　

午
前
10
時
▼
場
所　

文
化
交
流

ホ
ー
ル
「
み
・
ら
い
」
▼
定
員　

50
人

（
先
着
順
）▼
内
容　

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

や
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
の
鑑
賞
、
グ
ラ

ス
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
ほ
か
▼
参
加
料　

無
料
▼
そ
の
他　

整
理
券
を
配
布
し

ま
す
の
で
、
事
前
に
申
し
込
み
し
て

く
だ
さ
い
。
▼
申
込
・
問
合
先　

文
化

交
流
ホ
ー
ル「
み
・
ら
い
」（
☎
２
３
・
０

３
２
０
）

東
洲
館
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

▼
日
時　

12
月
６
日
㈰　

午
後
４
時

開
演（
午
後
３
時
30
分
開
場
）▼
場
所　

ア
ー
ト
ホ
ー
ル
東
洲
館
▼
定
員　

50

人（
先
着
順
）▼
出
演　

真
保
響
さ
ん

（
ピ
ア
ノ
）、
札
幌
交
響
楽
団
メ
ン
バ

ー
…
三
原
豊
彦
さ
ん（
バ
イ
オ
リ
ン
）・

大
垣
内
英
伸
さ
ん（
打
楽
器
）▼
曲
名　

ア
ヴ
ェ
マ
リ
ア
、
負
け
な
い
で
、
ク
リ

ス
マ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ほ
か
▼
入
場

料　

一
般
１
５
０
０
円
／
学
生
１
０
０

０
円
▼
チ
ケ
ッ
ト
取
扱　

ア
ー
ト
ホ

ー
ル
東
洲
館（
電
話
予
約
可
）、
文
化

交
流
ホ
ー
ル
「
み
・
ら
い
」
▼
問
合
先　

ア
ー
ト
ホ
ー
ル
東
洲
館（
☎
２
６
・
０

０
２
６
）

初
め
て
の
方
の
運
動
教
室 

運
動
不
足
の
解
消
編

▼
日
時　

12
月
12
日
㈯　

午
後
２
時

〜
３
時
／
12
月
20
日
㈰　

午
後
２
時

〜
３
時
／
12
月
25
日
㈮　

午
後
６
時

30
分
〜
７
時
30
分
▼
場
所　

総
合
体

育
館
▼
参
加
料　

３
０
０
円　

※
別

途
入
館
料
が
必
要
で
す
。
▼
持
ち
物　

上
靴
▼
申
込
方
法　

総
合
体
育
館
窓

口
に
備
え
付
け
の
用
紙
に
記
入
し
、

参
加
料
を
添
え
て
申
し
込
み
し
て
く

だ
さ
い
。
▼
申
込
期
間　

11
月
12
日

㈭
〜
各
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
▼

申
込
・
問
合
先　

総
合
体
育
館（
☎
２

２
・
１
１
４
４
）

1819

募

集

お
知
ら
せ

講

座

中

継



自
衛
官
候
補
生
を
募
集

▼
資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、
令
和

３
年
４
月
１
日
現
在
で
18
歳
以
上
33

歳
未
満
の
方
▼
試
験
日　

11
月
15
日

㈰
・
16
日
㈪
・
12
月
13
日
㈰
・
14
日
㈪　

※
い
ず
れ
か
１
日
▼
そ
の
他　

試
験

会
場
は
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

応
募
期
限
は
試
験
日
に
よ
り
異
な
り

ま
す
の
で
、
問
い
合
わ
せ
し
て
く
だ

さ
い
。
▼
応
募
・
問
合
先　

自
衛
隊
旭

川
地
方
協
力
本
部
南
地
区
隊（
☎
０

１
６
６
・
５
５
・
０
１
０
０
）問合先 問合先 

文化交流ホール「み・らい」（☎23-0320）文化交流ホール「み・らい」（☎23-0320）

演劇公演演劇公演「しあわせの雨傘」「しあわせの雨傘」

　家事も仕事もしなくていいお飾りの妻だった女性が隠れた
実力を発揮していく、コメディの傑作です。
♬出 演　賀来千香子、井上純一、遠野なぎこ、永島敏行ほか
♬入場料　全席指定3,000円（当日3,500円）� �

※未就学児の入場は不可。
♬チケット取扱
　文化交流ホール「み・らい」、生きがい文化センター、アート
ホール東洲館ほか
♬主 催　NPO法人深川市舞台芸術交流協会、市教育委員会
♬共 催　公益財団法人北海道文化財団

♬♬日時　日時　1212月月1313日㈰　午後１時日㈰　午後１時
♬♬場所　文化交流ホール「み・らい」場所　文化交流ホール「み・らい」

個
人
事
業
税
第
２
期
分 

納
期
限
は
11
月
30
日

　

11
月
30
日
㈪
は
、
個
人
事
業
税
第

２
期
の
納
期
限
で
す
の
で
、
忘
れ
ず

に
期
限
ま
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。
個

人
事
業
税
の
納
付
書
は
、
８
月
に
第

１
期
分
と
合
わ
せ
て
送
付
し
て
い
ま

す
の
で
、
紛
失
な
ど
で
納
付
書
が
な

い
場
合
は
、
深
川
道
税
事
務
所
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
▼
問
合
先　

空

知
総
合
振
興
局
深
川
道
税
事
務
所

（
☎
２
３
・
３
５
７
８
）

令
和
３
年
度 

公
共
職
業
訓
練
生
を
募
集

▼
募
集
科
目　

板
金
科
・
電
気
工
事

科
▼
定
員　

各
科
７
人
▼
修
学
期

間　

１
年
▼
訓
練
場
所　

ス
キ
ル
ア

ッ
プ
セ
ン
タ
ー
空
知（
滝
川
市
流
通
団

地
３
丁
目
６
番
23
号
）▼
募
集
期
間　

12
月
３
日
㈭
～
令
和
３
年
３
月
19
日

㈮
▼
選
考
試
験
日　

別
途
応
募
者
に

通
知
▼
授
業
料　

無
料　

※
入
学
諸

経
費
と
し
て
５
万
５
０
０
０
円
程
度

の
本
人
負
担
あ
り
▼
そ
の
他　

資
格

試
験
を
受
験
す
る
場
合
は
、
受
験
料

が
別
途
か
か
り
ま
す
。
▼
応
募
・
問
合

先　

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
空
知

（
☎
０
１
２
５
・
２
４
・
１
８
８
０
）

国
税
に
関
す
る
電
話
相
談

　

税
務
署
で
は
、
国
税
の
取
り
扱
い

や
申
告
手
続
き
な
ど
の
質
問
に
国
税

局
の
職
員
が
答
え
る
「
電
話
相
談
セ

ン
タ
ー
」を
開
設
し
て
い
ま
す
。
▼
相

談
方
法　

深
川
税
務
署
に
電
話
し
、

自
動
音
声
案
内
に
従
っ
て
電
話
相
談

セ
ン
タ
ー
を
選
択
し
た
後
、
相
談
内

容
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。
▼
そ
の
他　

書
類
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
な
ど
、

面
接
で
の
相
談
や
申
告
が
必
要
な
場

合
は
、
事
前
の
予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。
▼
相
談
・
予
約
・
問
合
先　

深
川

税
務
署（
☎
２
３
・
２
１
９
１
）

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン 

強
化
週
間

　

11
月
12
日
㈭
か
ら
18
日
㈬
ま
で
全

国
一
斉
に
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す
。
強
化
週
間

で
は
、夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、

職
場
で
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
な
ど
女
性
の
人
権
に
関
す
る
電

話
相
談
の
時
間
を
延
長
し
て
受
け
付

け
ま
す
。
▼
日
時　

11
月
12
日
㈭
〜
18

日
㈬　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時　

※
14
日
㈯
・
15
日
㈰
は
午
前
10
時
〜
午

後
５
時
▼
相
談
方
法　

全
国
共
通
ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル（
☎
０
５
７
０
・
０
７
０
・
８

１
０
）に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。
▼
問

合
先　

旭
川
地
方
法
務
局
人
権
擁
護

課（
☎
０
１
６
６
・
３
８
・
１
１
１
４
）

11
月
30
日
は
「
年
金
の
日
」

　

11
月
30
日
は
「
年
金
の
日
」
で
す
。

年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受
給
見
込

み
額
を
確
認
し
、
未
来
の
生
活
設
計

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
ね
ん

き
ん
ネ
ッ
ト
は
、い
つ
で
も
自
分
の
年

金
記
録
を
確
認
で
き
る
ほ
か
、将
来
の

年
金
受
給
見
込
み
額
に
つ
い
て
、
年

金
記
録
を
基
に
さ
ま
ざ
ま
な
パ
タ
ー

ン
を
試
算
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ（http://w

w
w
.nenkin.go.

jp

）を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
▼
問
合

先　

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
等
専
用
ダ
イ

ヤ
ル（
☎
０
５
７
０
・
０
５
８
・
５
５
５
）

拓
殖
大
学
北
海
道
短
期
大
学 

「
第
54
回
農
業
セ
ミ
ナ
ー
」

　

日
本
の
農
業
の
大
切
さ
を
再
確
認

し
、こ
れ
か
ら
の
農
業
の
担
い
手
に
求

め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、
検
討
・
議

論
す
る
農
業
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

す
。
▼
日
時　

12
月
９
日
㈬　

午
後

１
時
〜
午
後
４
時
30
分
▼
場
所　

拓

殖
大
学
北
海
道
短
期
大
学
▼
定
員　

50
人（
先
着
順
）▼
テ
ー
マ　
「
私
の

経
営
戦
略
！
」
〜
全
国
・
北
海
道
で

活
躍
す
る
北
短
女
子
卒
業
生
〜
▼
内

容　

卒
業
後
に
全
国
で
活
躍
し
て
い

る
若
手
の
女
性
農
業
者
５
人
に
よ
る

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
▼
参
加
料　

無
料
▼
申
込
方
法　

拓
殖
大
学
北
海

道
短
期
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（htt

ps://w
w
w
.takusho

ku-hc.ac
.jp/

）か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。
▼

そ
の
他　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
予
防
の
た
め
、
会
場
の
様
子
を

配
信
す
る
別
室
で
の
参
加
と
な
り
ま

す
。
▼
申
込
期
限　

11
月
25
日
㈬
▼

申
込
・
問
合
先　

拓
殖
大
学
北
海
道

短
期
大
学（
☎
２
３
・
４
１
１
１
／
N

２
３
・
４
４
１
１
）

冬季うつ病とは冬季うつ病とは
　冬季うつ病は、季節の変化によって引き起こされるうつ病の一種です。秋から冬にかけて発症し、春や夏にかけて症状が軽く
なっていく特徴があり、時間の経過により回復していくため、自覚がない場合もあります。発症率は男性に比べると女性が２～
４倍高く、20代に多い傾向があります。

主な症状主な症状
　冬季うつ病は、一般的なうつ病よりも過食や過眠の傾向が強いのが特徴で、甘いものが無性に食
べたくなったり、日中から夕方にかけての強い眠気、朝起きるのがとても辛いなどの変化が現れま
す。強い疲労感による意欲の低下、過食や運動不足による体重増加のほか、ささいなことでもイラ
イラしてしまうなどの症状が出ることもあります。
　また、一般的なうつ病と同様に、焦燥感や不安感、気分の落ち込みなど抑うつ状態になる場合も
あります。

原因と対策原因と対策
　冬は、夏に比べて日照時間が短くなり、寒さで外出する機会が少
なくなるなど、心身の不調が起こりやすい季節です。
　冬季うつ病は、秋から冬にかけて日照時間が短くなることが一番
の原因であると考えられており、日光から受ける刺激が少なくなる
ことで、ホルモンバランスが崩れ、体内時計が乱れたり、抑うつ状態
に陥りやすくなったりします。ホルモンバランスを整え、冬を元気に
乗り越えましょう。

心身の不調は心身の不調は
相談してください相談してください

　市では、電話や窓口での相談を随時受け
付けています。気持ちの落ち込みが続いてい
る方や、冬季うつ病の症状が心配な方など、
まずは気軽に相談してください。
　また、精神保健福祉士の資格を持つ保健
師を招いて、心と体の健康相談を実施してい
ます。相談は月２回で、日時は26ページに記
載の通りです。相談を希望する方は連絡して
ください。

①	できるだけ屋外で日光に当たるよう心掛け、外に
出られない日でもカーテンを開けたり、電気を
つけたりして部屋を明るくしましょう。

②	散歩などの簡単な運動習慣や趣味を持ち、スト
レスを発散しましょう。
③	ホルモンバランスを整えるのに役立つアミノ酸が豊富な大豆製品
や乳製品などを積極的に取り入れ、バランスの良い食事を心掛け
ましょう。

冬季うつ病を予防する３つの習慣冬季うつ病を予防する３つの習慣

冬季うつ病をご存じですか？冬季うつ病をご存じですか？

相談・問合先　健康福祉課健康推進係（☎26-2609）相談・問合先　健康福祉課健康推進係（☎26-2609）
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